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特集

近年の少子高齢化・人口減少の急速な進展は、わが国の住宅事情にも大きな影響を及ぼ
すことが予想されています。

人口減少に伴う世帯数の減少は、新築住宅の着工戸数の減少にもつながり、今後の住宅
政策はこうした社会経済情勢の変化を踏まえた対策が急務となりました。

こうした中、空家等対策の推進に関する特別措置法の施行、既存住宅活用の促進など、
少子高齢化・人口減少時代の課題に対応するため、さまざまな施策を打ち出しています。

人生の大半を過ごす場であり、子育てやくつろぎの空間として重要な基盤である住宅。 
今、大きな転換点にある住宅政策について特集します。

多様な住み方を支える　住宅政策
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住
宅
の
確
保
に
特
に
配
慮
が
必
要
な
方
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
の
確
保
を

低
額
所
得
者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
や
一
人
親
・
多

子
世
帯
な
ど
の
子
育
て
世
帯
、
生
活
保
護
受
給
者
、
外

国
人
、ホ
ー
ム
レ
ス
と
いっ
た
方
々
に
と
って
も
、住
宅
の

確
保
に
は
い
ろ
い
ろ
な
障
壁
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
を
確

保
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、民
間
賃
貸
住
宅

へ
円
滑
に
入
居
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
地
方

公
共
団
体
、
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
、
家
主
、
居
住
支

援
を
行
う
団
体
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
居
住
支
援
協

議
会
」の
設
置・活
動
を
支
援
し
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

公
営
住
宅
や
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

を
適
切
に
供
給
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
活

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用
し

た
新
た
な
仕
組
み
の
構
築
も
含
め
た
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
が
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め
の

高
齢
者
向
け
住
ま
い
の
供
給
や

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

住
環
境
の
実
現
へ

若
年
層
の
支
援
と
同
時
に
、早
急
な
対
策
が
必
要
な

の
が
高
齢
者
向
け
住
宅
の
改
善
・
供
給
で
す
。
高
齢
者

の
受
け
皿
と
な
る
住
環
境
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
も
自
立
し
て
生
活
で
き
る
住
環
境

の
実
現
に
向
け
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク

対
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。
ま
た
、多
様
な
住
宅
関
連

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
国

土
交
通
省
で
は
、
そ
の
指
針
と
し
て「
新
た
な
高
齢
者

向
け
住
宅
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
生
活
支
援
施
設
を
併
設
し
た
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
促
進
や
、Ｕ
Ｒ
団
地

の
地
域
医
療
福
祉
拠
点
化
な
ど
、
若
年
世
帯・子
育
て

世
帯
と
同
様
に
、地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
が
自
立
し
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

を
超
え
て
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る「
資
産
」と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
住
宅
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
住
み
替
え
て
い
く
こ
と
で
、
既
存
住
宅
流
通
・
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
の
活
性
化
も
図
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、既
存
住
宅
に
対
し「
住
宅
の
質
が
よ
く
な
い
」

「
見
た
目
が
よ
く
な
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

ま
た
、Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
も
、消
費
者
に
効
果
的
に
訴

特集
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自立棟

介護棟

サービス付き高齢者向け住宅

子育て支援施設等診療所・薬局小規模多機能・
居宅介護等

グループホーム

求
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め『
市
場
で
評
価
さ
れ
る
既
存
住
宅
に
す
る
』『
既
存
住

宅
で
も
安
心
と
い
う
評
価
に
変
え
る
』た
め
、
消
費
者

に
既
存
住
宅
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
を
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

建
て
替
え
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で

安
全
で
質
の
高
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
更
新

既
存
住
宅
の
流
通
促
進
の
た
め
に
は
、
住
宅
ス
ト
ッ

住
宅
と
い
う
大
切
な
財
産
を

価
値
あ
る
も
の
と
し
て
活
か
す
た
め
に

第2の視点
住宅ストック

サービス付き高齢者向け住宅とは、高齢者にも借りやすく、また住みやすいように対応した
賃貸住宅。住居内はバリアフリーで、生活相談員が常駐したり、入居者の安否確認や医療・
介護など様々な生活支援サービスを受けたりすることができる。

既
存
住
宅
を
資
産
と
し
て
次
の
世
代
に
承
継

「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
が
目
標
！
」
―
す
ご
ろ

く
に
例
え
る
な
ら
住
宅
の「
購
入
」が「
ゴ
ー
ル
」で
し

た
。
し
か
し
、
次
の
世
代
へ
の
相
続
時
に
空
き
家
に
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
は
、
適
切
な
維

持
管
理
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ー
ル

3

4

5

2

5

年
・
子
育
て
世
帯
が
望
む
住
宅
を
選
択
･
確
保
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
な
ど
特
に
住
宅
の
確
保
が
必
要
な
世

帯
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
の
取
り
扱
い

や
持
ち
家
取
得
の
た
め
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
世
代
間
で
子
育
て
を
支
え
合
う
環
境
と
し
て
、
三

世
代
同
居
や
近
居
の
促
進
、
地
域
へ
の
子
育
て
支
援
施

設
の
立
地
誘
導
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

急
速
な
少
子
高
齢
化・人
口
減
少
を
見
据
え

新
し
い「
住
生
活
基
本
計
画
」を
策
定

住
宅
の「
量
」か
ら「
質
」の
時
代
に
―
。
人
口
が

増
加
か
ら
減
少
へ
と
転
ず
る
に
伴
い
、
住
宅
政
策
に
つ

い
て
も「
量
」か
ら「
質
」へ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
本
格
的
な
少
子
高

齢
社
会
、
人
口・世
帯
減
少
社
会
の
到
来
を
目
前
に
控

え
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
国
民
の
豊
か
な
住
生

活
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
６
月
に「
住
生
活
基

本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
国

少
子
高
齢
化・人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

新
た
な
住
宅
政
策
の
方
向
性
を
示
す

総 論

土
交
通
省
は
、
同
年
に「
住
生
活
基
本
計
画
」を
策
定

し
、政
策
評
価
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
て
、お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
３
月
に
現
状
と
今
後
10
年
間
の
課
題
を
整
理

し
、平
成
37
年
度
ま
で
の
住
宅
政
策
の
指
針
と
し
て
新

た
な「
住
生
活
基
本
計
画
」を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

３
つ
の
視
点
と
８
つ
の
目
標
を
明
確
化
し

具
体
的
な
数
値
目
標
も
盛
り
込
む

新
た
な「
住
生
活
基
本
計
画
」で
は
、方
向
性
や
内
容

が
国
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い
こ
と
を
意
識
し
て

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
や
課
題
を「
居

住
者
」「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」「
産
業
・
地
域
」の
３
つ
の
視

点
か
ら
整
理
し
、「
結
婚
・
出
産
を
希
望
す
る
若
年
世

帯
・
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
生
活
の
実

現
」「
急
増
す
る
空
き
家
の
活
用
・
除
却
の
推
進
」な
ど

の
８
つ
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
10
年

間
に
お
け
る
具
体
的
な
施
策
の
数
値
目
標
を「
成
果
指

標
」と
し
て
明
確
化
し
、こ
れ
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

若
年・子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
を
含
め

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
生
活
の
実
現
へ

第１の視点
居住者

空き家などを活用した子育て世帯向け住宅の供給に併せキッズ
ルームを整備

※ 平成27年９月安倍首相が新政策「新・３本の矢」を打ち出し、新・第２の矢「夢をつむぐ子育て支援」として「希望出生率1.8の実現」を掲げた。

子
育
て
世
帯
と
予
備
軍
の
居
住
環
境
整
備
で

希
望
出
生
率
1.8
の
実
現
へ
貢
献

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
少
子
高
齢

化
。
そ
の
原
因
は
、出
生
率
の
低
下
に
あ
り
ま
す
。
昭

和
59
年
に
１
･
８
１
で
あ
っ
た
出
生
率
は
、
平
成
17
年

に
は
１・２
６
ま
で
大
幅
に
低
下
し
、
そ
の
後
も
１・３

〜
１・４
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
希
望
出
生
率
１・

８…

※

の
実
現
に
向
け
て
、
結
婚
・
出
産
を
希
望
す
る
若

1
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管
理
な
ど
の
既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
の
活
性
化
を
促
進
し
、
市
場
規
模

を
20
兆
円
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。…

さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
世

帯
な
ど
幅
広
い
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、

住
生
活
関
連
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
の

創
出
・
拡
大
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　地
域
全
体
の
取
り
組
み
で

住
宅
地
の
魅
力
を
維
持
・
向
上
す
る

地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
そ
の
他
の
特
性
に
応
じ

て
、個
々
の
住
宅
だ
け
で
な
く
、居
住
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ

空き家の現状

特集

多様な住み方を支える住宅政策

出典：住宅・土地統計調査（総務省）

出典：住宅・土地統計調査（総務省）

ま
た
、
地
方
圏
に
お
い
て

は
特
に
空
き
家
の
増
加
が

著
し
い
た
め
、
空
き
家
対
策

を
総
合
的
に
推
進
し
、地
方

創
生
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

10
～
11
ペ
ー
ジ
に
自
治
体

に
お
け
る
空
き
家
対
策
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

ま
す

テ
ィ
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ

こ
で
、高
齢
者
や
子
育
て
世

帯
が
安
心
し
て
居
住
で
き

る
住
宅
地
形
成
の
た
め
、住

宅
団
地
の
建
て
替
え
な
ど

の
再
生
時
に
、
高
齢
者・子

育
て
向
け
施
設
の
敷
地
や

建
物
内
へ
の
誘
致
を
図
っ
て

い
ま
す
。
　

今
後
も
、
安
心
・
健
康
・

省
エ
ネ
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
た
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
・
シ

テ
ィ
」の
推
進
を
は
じ
め
、
住
宅
地
の
魅
力
を
向
上
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

良好な景観と居住者の利便性向上を図った
住宅地域の形成 樹木に覆われて

家があることも
分からない状態。
倒壊する恐れも
あり危険。

新
し
い
価
値
を
生
み
出
し

強
い
経
済
の
実
現
に
貢
献
す
る

住
生
活
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る

良
質
な
住
宅
を
つ
く
り
、
既
存
住
宅
と
し
て
も
市
場

で
高
く
評
価
さ
れ
流
通
さ
せ
て
い
く
上
で
、
そ
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
は
非
常
に
重
要
で
す
。

そ
こ
で
地
域
経
済
を
支
え
る
地
域
材
を
用
い
た
良

質
な
木
造
住
宅
の
供
給
や
伝
統
的
な
技
術
の
継
承
、…

Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）な
ど
の
新
た
な
建
築
材
料
を

活
用
し
た
新
し
い
工
法
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
既
存
住
宅
の
維
持
管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
空
き
家

●二次的住宅 ： 別荘およびその他
（たまに寝泊まりする人がいる住
宅）
●賃貸用または売却用の住宅 ： 新
築・既存問わず、賃貸または売却
のために空き家になっている住宅
●その他の住宅 ： 上記の他に人
が住んでいない住宅で、例えば転
勤・入院などのために、居住世帯
が長期にわたって不在の住宅、建
て替えなどのために取り壊すこと
になっている住宅など

住
生
活
産
業
の
成
長
と

魅
力
あ
る
住
宅
地
を
目
指
す

第3の視点
産業・地域
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7

330

8.6%
9.4% 9.8%

11.5%
12.2%

13.1%
13.5%

125

183

22 30 37 42

394
131

234

448
149

262

576
182

352

659
212

398

50

757
268

448

41

819
318

460

41

900

800

700

600

500

1983
（S58）

1988
（S63）

1993
（H5）

1998
（H10）

2003
（H15）

2008
（H20）

2013
（H25）

400

300

200

100

0

（万戸）

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

（%）

年

その他の住宅
賃貸用又は売却用の住宅
二次的住宅
空き家率

1.19倍

1.42倍

1.50倍

1.16倍

1.52倍

1.43倍

種類別空き家の推移

二次的住宅
5.0%（41万戸）

賃貸用の
住宅
52.4%

（429万戸）

平成25年
空き家総数
819万戸

その他の
住宅
38.8%

（318万戸）

売却用の住宅
3.8%

（31万戸）
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を
共
有
し
、建
物
を
区
分
所
有
す
る
と
い
う
独
特
の
所

有
形
態
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、マ

ン
シ
ョ
ン
が
老
朽
化
し
た
場
合
に
改
修
や
建
て
替
え
な

ど
を
す
る
場
合
に
は
、多
数
の
区
分
所
有
者
の
合
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
合
意
形
成
が
う
ま
く
進
ま
な
い
と

耐
震
化
な
ど
の
工
事
も
困
難
に
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
全

体
の
質
の
低
下
や
老
朽
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
適
切
な
維
持
管
理
や
建
て
替
え
、
改
修
を

促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
が
多
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
対

応
で
き
る
合
意
形
成
や
団
地
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
円
滑
な

建
て
替
え
を
促
進
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
、
管
理
組
合
の
担
い
手
不
足
の
対
応
、
管
理
費
や
修

ク
が
安
全
で
良
質
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
約
６
０
０
０
万
戸
の
既
存
住
宅
の
質

を
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
大
地
震
が
国
内
各
地
で
頻
発
し
て
い
る

昨
今
で
は
、
人
の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
全
国

に
約
９
０
０
万
戸
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
耐
震
性
が

不
十
分
な
住
宅
の
解
消
が
最
大
の
目
標
の
一
つ
で
す
。

そ
の
他
に
も
省
エ
ネ
性
を
満
た
さ
な
い
住
宅
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
な
ど
の
建
て
替
え
や
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
、安
全
で
質
の
高
い
住
宅
ス
ト
ッ

ク
に
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
所
有
者
が
持
ち
分
に
応
じ
て
土
地

繕
積
立
金
の
確
実
な
徴
収
や
、
長
期
修
繕
計
画
の
設

定
な
ど
の
管
理
適
正
化
に
関
す
る
取
り
組
み
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

８
～
９
ペ
ー
ジ
に
既
存
住
宅
流
通
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す

空
き
家
の
増
加
を
１
０
０
万
戸
抑
え
る

世
帯
数
の
減
少
に
よ
り
、人
が
住
ん
で
い
な
い「
空
き

家
」の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。放
置
さ

れ
た
ま
ま
で
は
倒
壊
な
ど
の
危
険
が
生
じ
る
だ
け
で
は

な
く
、
防
災・治
安・衛
生
面
で
の
課
題
が
顕
在
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
時
点
で
、
売
却
用
、
賃

貸
用
と
し
て
も
管
理
さ
れ
て
い
な
い（
使
わ
れ
る
予
定
の

な
い
）空
き
家
は
約
３
１
８
万
戸
で
し
た
が
、民
間
シ
ン

ク
タ
ン
ク
に
よ
る
と
、
平
成
35
年
に
は
約
５
０
０
万
戸

に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。新
た
な「
住
生
活
基

本
計
画
」で
は
空
き
家
を
賃
貸
、売
却
、他
用
途
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
解
体
・
撤
去
を
推
進
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
増
加
を
約
１
０
０
万
戸
抑
制
し
、４
０
０
万

戸
程
度
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
施
策
と
し
て
は
、前
述
の
よ
う
な
既
存
住

宅
流
通
の
他
、空
き
家
を
活
用
し
た
地
方
移
住
や
二
地

域
居
住
の
促
進
、
古
民
家
の
再
生・活
用
促
進
、
福
祉

や
子
育
て
支
援
施
設
へ
の
転
用
の
促
進
な
ど
で
す
。
ま

た
、民
間
事
業
者
と
協
働
し
た
空
き
家
活
用
が
進
む
よ

う
、空
き
家
の
所
有
者
な
ど
の
情
報
開
示
方
法
の
充
実

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
放
置

さ
れ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
は「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」な
ど
を
活
用
し
た
計
画
的

な
解
体
・
撤
去
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

出典：住宅・土地統計調査（総務省）

住宅ストック概要
( 耐震性・バリアフリー・断熱性の対応状況ごとのストック数を推計 )

総 論
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L

R

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

（万戸・万世帯）
1.20

1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

（戸/世帯）

1391 1793 2109 2559 3106 3545 3861 4201 4588 5025 5389 5759 6063
1865 2182 2532 2965 3284 3520 3781 4116 4436 4726 4997 5245

0.96 0.97 1.01 1.05 1.08 1.10 1.11 1.11 1.13 1.14 1.15 1.16

－ － － 4.0 5.5 7.6 8.5 9.4 9.8 11.5 12.2 13.1 13.5

1948
（S23）

1958
（S33）

1963
（S38）

1968
（S43）

1973
（S48）

1978
（S53）

1983
（S58）

1988
（S63）

1993
（H5）

1998
（H10）

2003
（H15）

2008
（H20）

2013
（H25）

全国で住宅総数が
世帯数を上回る

全都道府県で
住宅総数が

世帯総数を上回る

住宅数
世帯数
1世帯当たり
住宅数
空室率（%)

将来世代に継承
できる良質な
住宅の供給

リフォーム等による性能の向上

人が居住している住宅ストック総数　約5210万戸

住宅ストック総数　約6063万戸

バリアフリー・省エネをいずれも満たす（約200万戸）

（約1,300万戸） （約2,200万戸） （約1,500万戸） （約850万戸）

バリアフリー・
省エネを

どちらか満たす
バリアフリー・省エネを
いずれも満たさない

 うち
 戸建・長屋の約3/4が
 共同住宅の約1/4が

空き家
など耐震性

なし

建替え等による対応

   空 き 家 内 訳
 (約820万戸)
賃貸用：約430万戸
売却用：約30万戸
二次的：約40万戸
その他：約320万戸

（約900万戸）

昭和55年以前建築

住宅ストック数と世帯数の推移
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茨
城
県
が
実
施
す
る「
い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と
県
民
登
録

制
度
」の
特
典
と
し
て
長
寿
命
住
宅
を
対
象
と
す
る
、

残
価
保
証
型
居
住
プ
ラ
ン『
ゆ
と
り
ラ
イ
フ
』を
提
供

し
て
い
ま
す
。
移
住
な
ど
で
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
家

賃
を
保
証
し
、
二
重
ロ
ー
ン
の
解
消
や
退
職
後
の
返
済

負
担
の
軽
減
な
ど
を
通
じ
て
、
茨
城
県
へ
の
移
住
・
二

地
域
居
住
の
推
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
か
ら
、
空
き
家
な
ど
に
対
し
て「
地
域
の
課

題
解
決
」と
い
う
地
方
銀
行
の
役
割
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
識
を
自
治
体
や
他

業
種
の
企
業
と
共
有
す
る
う
ち
に
連
帯
が
生
ま
れ「
マ

イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
推
進
協
議
会
」の
設
立
に
至
っ
た
の

で
す
。ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
合
わ
せ

住
宅
の
期
間
所
有
と
住
み
替
え
を
実
現

現
在
、
住
宅
を
新
た
に
取
得
す
る
際
に
は
、
生
涯
そ

の
住
宅
を
保
有
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
い
ま
す
が「
マ
イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
推
進
協
議
会
」が

目
指
す
事
業
は
、
従
来
に
は
な
い
新
し
い
住
み
方
で
す
。

大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
建
築
す
る
長
寿
命
住
宅
を
対

象
と
し
て「
新
築
分
譲
と
賃
貸
の
利
点
を
生
か
し
た
グ

レ
ー
ド
の
高
い
住
宅
を
一
定
期
間
だ
け
期
間
所
有
す

る
」と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
住
宅
を
購
入

す
る
場
合
と
比
較
し
て
安
価
な
コ
ス
ト
負
担
で
、
か
つ

住
み
替
え
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
さ
ら
に
、
賃
貸
と
は
異

な
り
、入
居
者
の
費
用
負
担
で
内
装
や
設
備
を
自
分
の

好
み
に
合
わ
せ
て
施
工
し
て
住
む
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
住
宅
の

ニ
ー
ズ
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
子
育

て
世
帯
が
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、
終
身
居
住
が
前

提
で
す
が
、子
育
て
期
は

20
年
程
度
で
す
。
子
ど

も
が
自
立
し
た
後
の
夫

婦
二
人
世
帯
に
と
っ
て
は

部
屋
が
広
く
、さ
ら
に
将

来
、
高
齢
者
施
設
な
ど

に
入
居
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
建
物
の
躯

体
は
50
年
以
上
の
耐
用

が
可
能
な
の
に
対
し
、内

装
や
設
備
は
10
〜
20
年

ほ
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に

対
応
し
て
内
装
や
設
備

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
な
が
ら
、

複
数
世
帯
の
反
復
利
用

に
よ
っ
て
、
住
宅
の
価
値

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保

持
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、モ
ノ

を
購
入
す
る
よ
り
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
期
間
所
有
す
る

こ
と
を
好
む
と
いっ
た
よ
う
に
、若
い
世
代
を
中
心
に
モ

ノ
の
所
有
に
対
す
る
価
値
観
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

新
築
住
宅
の
マ
イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
は

つ
く
ば
市
竹
園
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト

マ
イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
推
進
協
議
会
に
よ
る
施
策
は
、

現
在
つ
く
ば
市
が
再
開
発
を
検
討
し
て
い
る
竹
園
地
区

を
対
象
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
は
大
学
や
研

究
機
関
が
多
く
、
若
い
世
代
の
流
入
に
よ
り
２
０
３
５

年
ま
で
人
口
が
減
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
ま
れ
な

地
域
で
す
。そ
の
一
方
で
、竹
園
地
区
は
整
備
さ
れ
て
か

ら
40
年
以
上
た
ち
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
再
整
備

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー
の
賛
同
の
も
と
、高
品
質
な
長
寿
命
住
宅
を
建
設
し

「
マ
イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
」と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
生
活
に
不
可
欠
な
施
設
の
造
成
や
移
転

な
ど
も
行
い
、
住
み
続
け

ら
れ
る
街
に
再
整
備
し
て

い
こ
う
と
計
画
し
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
竹
園
地
区

を
成
功
事
例
と
し
て
他

の
地
域
に
も
展
開
し
、
さ

ら
に
は
既
存
住
宅
の
活

用
も
含
め
た
取
り
組
み
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

つくば市竹園地区

賃料返済型リバースモーゲージの仕組み

マイホームリースコンセプトメージ図

特集

多様な住み方を支える住宅政策

制度利用者

ＪＴＩ

入居者
（子育て世帯など）

長
期

借
家
契
約

賃
料
支
払

転
貸
契
約

賃
料
支
払

銀　行

賃料を担保として
ローン実行

賃 料 収 入 で
ローン返済

※一般社団法人 移住・
住みかえ支援機構…移
住あるいは住み替えを
希望しているシニア層
の住宅を借り上げ、子
育て世代を中心に転貸
する非営利法人

※

従来の居住

新たな居住

取得、居住35年間（35歳～70歳） 施設入居により空き家に

子育て世帯入居
（20年間リース）

子育て世帯入居
（20年間リース）

アクティブシニア入居
（15年間リース）

地
域
の
住
居
問
題
を
起
点
に

地
方
創
生
を
意
識
し
た

取
り
組
み
を
推
進

常
陽
銀
行
は
、
地
域
密
着
型
の
地

方
銀
行
と
し
て
従
前
よ
り
地
方
創
生

事
業
を
推
進
し
、
平
成
26
年
４
月
に

は
地
域
協
創
部
を
設
置
し
て
、
空
き

家
問
題
な
ど
地
域
の
構
造
的
な
問
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

空
き
家
問
題
は
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
既
存
住
宅
の
流

通
に
対
す
る
障
壁
が
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
売
却
す
る
に
も
建
物

の
価
値
は
ほ
ぼ
20
年
間
で
ゼ
ロ
と
な

り
、
貸
す
に
し
て
も
適
正
な
品
質
維

持
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
行
わ
れ
て
い
な
け

れ
ば
賃
料
も
見
込
め
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
空
き
家
に
な
る
と
い
う
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
問
題
に「
一
般
社
団

法
人
　
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構
」

と
の
提
携
の
も
と
、
賃
料
を
財
源
と

し
た
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
ロ
ー
ン

を
提
供
す
る
な
ど
、
既
存
住
宅
の
流

通
拡
大
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
県
外
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
、

既
存
住
宅
の
流
通
促
進
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
適

正
に
資
産
価
値
と
し
て
評
価
さ
れ
、
維
持
管
理
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
誘
因
が
働
く
構
造
に
転
換
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
国
土
交
通
省
は
、長
寿
命
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
た
住
宅
が
市
場
に
お
い
て
適
正
に
評
価
さ

れ
る
流
通
・
金
融
な
ど
も
含
め
た
一
体
的
な
仕
組
み
の

開
発
な
ど
に
支
援
を
行
い
、住
宅
市
場
の
好
循
環
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
支
援
は
、住
宅
ス
ト
ッ
ク
維
持・向
上
促
進
事
業

の
う
ち「
良
質
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
た
め
の
市
場
環

境
整
備
促
進
事
業
」と
し
て
本
年
５
月
に
公
募
し
、
７

月
に
39
の
団
体
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
団
体
の
一
つ
で
あ
る
、
常
陽
銀
行
、
つ

く
ば
市
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
参
画
し
た「
マ

イ
ホ
ー
ム
リ
ー
ス
推
進
協
議
会
」が
行
う
既
存
住
宅
流

通
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
推
進
役
で
あ
る
常
陽
銀
行

の
執
行
役
員
地
域
協
創
部
長 

池
田
重
人
氏
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

常陽銀行 執行役員
地域協創部長 池田重人氏

良質住宅ストック形成のための市場環境整備促進事業

金融と連携した
既存住宅流通の

取り組み

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
た
め
の
市
場
環
境
整
備

(1)開発・普及に係る費用（開発する金融商品の対象住宅
の質、融資可能額等の要件の検討等）

(2)試行に係る費用
 ① 住宅の質の適切な維持・向上に要する経費（インスペ

クションの実施、住宅履歴の作成、瑕疵保険への加入、
維持管理計画の作成）

 ② 開発する仕組みに対応するための質の向上に要する
経費（新築（掛かり増し分）、リフォーム）

建築士
・ 新築、リフォーム

の計画、設計

工務店
・ 新築、リフォー

ムの施工
・ 維持補修

企画者
（プロデューサー）

・ 既存住宅の商品
化、ブランド化
をプロデュース

検査・履歴業者
・ インスペクション
・ 住宅履歴の蓄積・

管理

宅建業者・不動産鑑定士
・ 良質性に応じ値付け・鑑定評価
・ 買取、貸付保証

金融機関
・ ローン商品で

住宅の良質性
を評価

良質な住宅ストックによる市場の良循環を促す
維持向上・評価・流通・金融等の一体的な仕組み

  維持向上・評価等
●長期優良住宅
●住宅性能表示
●瑕疵保険
●インスペクション
●住宅履歴　等

　　　  流通・金融等
●実質的な残存耐用年数の評価
●買取保証
●借上保証
●割引金利、融資可能枠の拡大
●ノンリコースローン
●リバースモーゲージ　等

従来の悪循環 良質な住宅が適正に評価される好循環

【市場において】
良質性を評価できる仕
組みが整備されない

 【個々の住宅の】
良質性が評価さ
れない

【住宅所有者等が】
維持管理・リフォー
ムをしない

【市場において】
良質性を評価できる仕
組みが整備される

 【個々の住宅の】
良質性が評価さ
れる

【住宅所有者等が】
維持管理・リフォー
ムをする

好循環悪循環

良質性が
評価される場合良質性が

評価されない場合

20-25年

資
産
価
値（
建
物
）

開発・周知・
試行

一体的な
仕組み

・瑕疵保険
・インスペクション
・履歴

・インスペクション
・履歴

長期使用構造 ・リフォーム
・インスペクション
・瑕疵保険　・履歴

［補助対象］
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で
市
民
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

同
年
５
月
に
は
不
動
産
関
連
団
体
と「
空
き
家
の
利

活
用
の
促
進
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、
７
月
に
は

「
空
き
家
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
空
き
家
対
策
補
助
制
度
も
導
入
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
空
き
家
対
策
に
積
極
的
な
理
由
は
何
か

─
そ
れ
は「
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
か
ら
」と
持
田
氏

は
話
し
ま
す
。「
空
き
家
問
題
は
自
治
体
に
よ
っ
て
温

度
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
橋
市
は

人
口
減
少
対
策
も
視
野
に
入
れ
、
空
き
家
の
利
活
用

と
定
住
促
進
を
つ
な
げ
る
施
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
」

（
持
田
氏
）

「
と
に
か
く
で
き
る
こ
と
は
全
て
や
る
！
」

積
極
的
な
姿
勢
で
、前
橋
市
は
空
き
家
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

特集

多様な住み方を支える住宅政策

群馬県宅建協会前橋支部は、全日不動産協会群馬県本部と共に前
橋市と空き家の利活用に関する協定を結んでいます。具体的には、空
き家利活用センターを通じて紹介された案件に対し、アドバイスを行っ
たり、場合によっては物件の仲介を行ったりしています。補助金制度
は、所有者にとってもメリットがあり、放置していた空き家を利活用す
るきっかけにもなっています。公民が連携することで、行政は市場の情
報を利用でき、事業者は市民や市の動向を知ることができるので、セ
ンターの取り組みはまさに“三方良し”だと感じています。
私たちも以前から空き家の問題が、近い将来大きな社会問題になる

のではと懸念していました。市内には人通りの多い場所に倒壊の恐れ
のある空き家があり、安全上の問題のほか景観にも悪影響を及ぼして
いましたが、行政の取り組みにより、ようやく撤去に至るなど、早速、
空家法施行の効果が表れていると感じています。前橋市のキャッチフ
レーズは「水と緑の詩のまち」です。空き家が景観を損ねることのない
ように、私たちも制度の周知に努めています。

前
橋
市
空
き
家
利
活
用
セ
ン
タ
ー
を
設
置

空
き
家
の
総
合
窓
口
と
し
て
情
報
を
一
元
化

ま
た
平
成
27
年
４
月
に
、
空
き
家
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
市
民
の
相
談
を
受
け
る
た
め
の
総
合
窓
口「
前
橋
市

空
き
家
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
従
前

は
、
環
境
衛
生
面
で
の
相
談
は
環
境
部
、
利
活
用
の
相

談
は
建
設
部
と
窓
口
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
窓
口

を
一
元
化
し
、
建
設
部
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

本年7月に前橋市内で行われた略
式代執行。撤去費用は市が負担す
るが、今後法的な手続きにより、費
用が回収できないか検討している。

平成27年７月から空き家デー
タベース作成のための実態調
査を前橋工科大学へ委託。実
態把握だけではなく、発生傾向
の分析など、大学が持つノウハ
ウを活かした研究にも取り組
んでいる。

平成27年度は、前橋駅周辺
半径２km に位置する23町
で調査を実施。アプリや地図
を使って、目視による全棟調
査を行った。

市庁舎内に設けられた「前
橋 市 空き家 利 活 用セン
ター」。常に相談に応じら
れるように窓口を設置。

（一社）群馬県宅地建物取引業協会
副会長・前橋支部長

手嶋 正昭 氏

ロ
ー
に
つ
い
て
は
、第
１
回
目
の
協
議
会
で
承
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、本
格
的
な
特
定
空
家

等
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
」（
持
田
氏
）

本
年
７
月
に
県
内
で
初
め
て
略
式
代
執
行
に
よ
る

特
定
空
家
等
の
撤
去
を
実
施
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

撤去前

撤去後

11

権
限
で
行
政
代
執
行
を
含
む
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。空

家
法
全
面
施
行
に
合
わ
せ
て
条
例
を
改
正

群
馬
県
内
初
の
略
式
代
執
行
を
実
施

群
馬
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
前
橋
市
も
、
空
き

家
対
策
は
深
刻
な
課
題
で
す
。

前
橋
市
の
空
き
家
率
は
平
成
25
年
に
15
・９
％
。
平

成
20
年
か
ら
平
成
25
年
の
空
き
家
増
加
率
を
見
る
と
、

全
国
で
は
0.4
ポ
イ
ン
ト
増
な
の
に
比
べ
、
前
橋
市
は
2.6

ポ
イ
ン
ト
増
と
、
数
字
の
上
か
ら
も
深
刻
な
状
況
で
し

た
。
ま
た
、市
内
に
は
複
数
の
倒
壊
危
険
の
あ
る
空
き

家
が
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

相
続
な
ど
を
機
に
増
加
す
る
空
き
家

生
活
環
境
の
悪
化
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
に

人
口
減
少
や
核
家
族
化
、既
存
住
宅
の
老
朽
化
、社

会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
日
本
全
国
で
空
き

家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
相
続
を
機
に
空
き
家
化
す
る
ケ
ー
ス
は
多
く
、

相
続
人
の
不
在
や
相
続
に
よ
る
権
利
関
係
の
複
雑
化

な
ど
の
家
族
・
親
族
間
の
問
題
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
相
続
登
記
に
は
期
限
も
罰
則
も
な
い
た

め
、
後
回
し
に
し
た
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
う
と
い
う
例

も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
従
前
は
不
動
産
の
所
有
者
に
か
か
る
固
定

資
産
税
は
、
上
物
さ
え
建
っ
て
い
れ
ば
住
ん
で
い
な
く

て
も「
住
宅
用
地
の
特
例
」に
よ
り
税
金
が
安
く
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
れ
も
空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
空
き
家
は
、
安
全
性
・
防
犯
性

の
低
下
、
防
災
力
の
低
下
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
に

よ
る
衛
生
環
境
の
悪
化
、
景
観
の
阻
害
な
ど
、
生
活
環

境
を
脅
か
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
政
府
は
平
成
27
年
５
月「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
以
下
、
空
家
法
）」を

全
面
施
行
し
、不
適
切
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
な
ど
を

「
特
定
空
家
等
」と
し
て
、
最
終
的
に
は
市
町
村
長
の

自治体が取り組む
空き家対策

そ
こ
で
国
に
先
ん
じ
て
、

平
成
25
年
７
月「
前
橋
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。

し
か
し「
条
例
の
制
定
で
管

理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空
き

家
に
対
す
る
助
言・指
導
、
勧
告
、
命
令
は
実
施
し
た

の
で
す
が
、
罰
則
や
強
制
力
が
な
い
た
め
、
実
効
性
に

乏
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
で
し

た
」と
前
橋
市
建
設
部
の
持
田
一
浩
氏
は
話
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
、
平
成
27
年
５
月
に
空
家

法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
同
年
６
月
に
先
の
条
例
を
全
部
改
正
し「
前
橋
市

空
家
等
対
策
の
推
進
及
び
空
家
等
の
活
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。
ま
た
８
月
に
は
、市

長
の
他
、
警
察
、
消
防
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
、
建
築
士
、
自

治
会
役
員
、
公
募
市
民
な
ど
15
名
か
ら
な
る「
前
橋
市

空
家
等
対
策
協
議
会
」を
設
置
し
、
12
月
に
は「
前
橋

市
空
家
等
対
策
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
前
橋
市
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は『
特
定
空
家
等
に
対
す
る
前

橋
市
の
事
務
の
流
れ
』の
作
成
で
し
た
。

「
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、“
空
き
家
情

報
の
把
握
”か
ら
始
ま
り“
代
執
行
”に
至
る
ま
で
の
フ

前橋市における
住宅数・空き家数・空き家率の推移

民
間
等
と
も
連
携
し
た
前
橋
市
の
空
き
家
対
策

特
定
空
家
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

前橋市建設部　持田 一浩 氏

住宅・土地統計調査（総務省）より前橋市作成

13,450 16,970 19,890
24,980

11.7%
12.5%

13.3%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000
（戸）
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事
故
原
因
の
徹
底
究
明
を
通
じ
て

再
発
の
防
止
を
目
指
す
調
査
機
関

人
類
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、輸
送
交
通
機

関
の
発
達
は
常
に
社
会
や
経
済
、そ
し
て
産
業

の
発
展
の
礎
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け

近
代
以
降
の
急
速
な
技
術
の
発
達
は
、
航
空

機
や
高
速
鉄
道
、大
型
船
舶
に
よ
る
人
々
の
移

動
や
物
資
の
輸
送
を
可
能
に
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
そ
う
し
た
大
量
輸
送
イ
ン
フ

ラ
は
、ひ
と
た
び
事
故
が
発
生
す
れ
ば
多
く
の

被
害
や
犠
牲
者
を
生
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、全
て
の
事
故
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
を

徹
底
的
に
究
明
し
、再
び
同
じ
よ
う
な
事
態
を

招
か
な
い
た
め
の
備
え
や
、万
が
一
事
故
が
発

生
し
て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
運
輸
安
全
委
員
会
は
、そ
う

し
た
輸
送
事
故
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、再
発

を
防
止
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
航
空
・
鉄

道
事
故
調
査
委
員
会
と
海
難
審
判
庁
の
原
因

究
明
機
能
を
統
合
・
発
展
さ
せ
る
形
で
、平
成

20
年
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
す
。	

輸
送
交
通
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
が

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
事
故
に
対
応

運
輸
安
全
委
員
会
は
、航
空
・
鉄
道
・
船
舶

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
工
学
、技
術
の
専
門
家
で

も
あ
る
委
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
委
員
会

を
支
え
る
事
務
局

に
、
実
際
の
事
故
現

場
な
ど
で
の
調
査
に

携
わ
る「
事
故
調
査

官
」や
、
そ
の
調
査

結
果
を
詳
細
に
分

析
し
、
事
故
防
止
に

向
け
た
知
見
を
提

供
す
る「
事
故
防
止
分
析
官
」な
ど
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
も
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
輸
送
事
故
の
原
因
究

明
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
に
は

事
故
被
害
者
へ
の
情
報
提
供
や
支
援
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
・
調
整
、国
際
協
力
な
ど
の
担

当
者
も
お
り
、運
輸
安
全
委
員
会
は
、個
別
の

航
空
・
鉄
道
・
船
舶
事
故
の
原
因
を
明
ら
か
に

す
る
だ
け
で
な
く
、よ
り
広
い
視
点
か
ら
輸
送

事
故
に
対
処
し
て
い
く
た
め
の
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

運輸安全委員会組織図

事故調査から得られた結果や
知見を幅広く提供中

国民の皆さまに広く紹介すべき事故の事例や
分析結果をまとめた「運輸安全委員会ダイジェス
ト」は、印刷物やインターネットを通じて事故の再
発防止や安全啓発に活用され、海外向けに英語
版も発行されています。また「船舶事故ハザード
マップ（J-MARISIS）」は、地図上に事故や危険情
報を表示するサービスで、海上交通の安全性向
上を目的として提供されています。
さらに各種団体や学校などへ出向き、輸送事

故の防止や被害の軽減に役立つ知識を紹介する
「出前講座」も開催しており、国民の皆さまから
直接意見や要望を聴かせていただく貴重な場に
もなっています。

◀ 運輸安全委員会ホームページ
http://www.mlit.go.jp/jtsb/
運輸安全委員会では、事故等調査報告書の
検索や船舶事故ハザードマップを提供して
います。また、事故調査官も募集しています。
事故調査官に興味を持たれた方は、運輸安
全委員会ホームページまでアクセスしてみ
てください。
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運輸安全委員会

航空事故調査官

鉄道事故調査官

船舶事故調査官

地方事故調査官

事  務  局  長

審  議  官

参 事 官

総 務 課

国 際 渉 外 官

事故調査調整官

広 報 室

会  計  室

事故防止分析官

企 画 調 整 官

委 員 長 委 員

函館、仙台、横浜、神戸、広島、門司、長崎、那覇に配置

部会の様子

12

輸
送
交
通
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

事
故
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止
を
支
え
る	

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 41

運
輸
安
全
委
員
会 

事
故
調
査
官

大
量・高
速
輸
送
が
求
め
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
、輸
送
交
通
の
事
故
防

止
は
社
会
の
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。今
回
は
、航
空
や
鉄
道
、船

舶
事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
、安
全
強
化
に
取
り
組
む
運
輸
安
全

委
員
会
に
お
い
て
、航
空・鉄
道・船
舶
そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
調
査
の
最
前

線
で
活
躍
す
る
事
故
調
査
官
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
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鉄
道
技
術
一
筋
の
キ
ャ
リ
ア
を

事
故
調
査
と
い
う

新
た
な
分
野
で
活
か
す

長
田
は
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
に
わ
た
り
、鉄

道
技
術
一
筋
に
打
ち
込
ん
で
き
た
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
す
。
国
鉄
時
代
の
鉄
道
管
理
局
お

よ
び
現
業
機
関
、
そ
し
て
民
営
化
後
の
鉄
道

関
係
の
研
究
機
関
で
、
Ａ
Ｔ
Ｃ（
自
動
列
車

制
御
装
置
）な
ど
車
上
の
運
転
保
安
機
器
の

安
全
技
術
を
始
め
、
鉄
道
車
両
の
制
御
技
術

の
専
門
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
長
田
が
鉄
道
事
故
調
査
官
の
公
募

を
経
て
入
省
し
た
の
は
、平
成
25
年
10
月
の
こ

と
。
そ
の
動
機
を「
こ
れ
ま
で
自
分
な
り
に
積

み
重
ね
て
き
た
技
術
や

調査した事故の情報を担当者間で共有

知
識
を
、
社

会
に
役
立
て

る
方
面
に
活

か
し
て
み
た

か
っ
た
」と
語
り
ま
す
。
以
前
に
も
２
年
間
、運

輸
安
全
委
員
会
へ
出
向
し
、
鉄
道
事
故
調
査

官
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
第
二
の
就
職
を

後
押
し
し
ま
し
た
。

車
両
の
形
式
が
膨
大
な

鉄
道
の
事
故
は

現
場
一
つ
一
つ
が
新
た
な
勉
強
の
場

航
空
や
船
舶
事
故
の
調
査
と
の
違
い
に
つ

い
て
長
田
は「
鉄
道
事
故
調
査
は
、車
両
形
式

の
種
類
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
」と

語
り
ま
す
。
鉄
道
・
軌
道
の
場
合
、Ｊ
Ｒ
か
ら

民
営
鉄
道
、路
面
電
車
な
ど
、そ
の
車
両
形
式

や
構
造
、
制
御
方
式
な
ど
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
さ
ら
に
年
式
の
違
い
ま
で

含
め
れ
ば
、
そ
の
数
は
膨
大
な
も
の
と

な
り
、
と
て
も
平
時
か
ら
全
て
の
情
報

を
把
握
し
て
お
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。こ
の
た
め
事
故
発
生
の
際
も
、詳

細
は
実
際
に
現
場
に
行
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
と
言
い

ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
現
場
は
新
た

な
発
見
や
知
見
と
の
出
会
い

の
連
続
で
す
。調
査
案
件
ご
と

に
状
況
が
異
な
る
う
え
、技
術

の
進
歩
も
速
い
た
め
、
毎
回
同

じ
手
法
や
知
識
が
適
用
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
一
つ
調
査
を
経
験
す
る
た
び
に
、
そ
こ
で

得
た
知
見
や
情
報
を『
他
の
案
件
に
お
い
て
も

活
用
し
よ
う
』と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、一
つ
一
つ
の
調
査
が
新
た
な
勉
強

の
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

中
で
も
難
し
い
の
は
、事
故
当
時
の
現
象
が

再
現
し
な
い
場
合
で
す
。
そ
う
し
た
場
合
に

は
、
消
去
法
を
基
本
と
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
故
の
当
事
者
な
ど
の

口
述
を
丹
念
に
集
め
、
列
車
の
運
行
状
況
の

記
録
デ
ー
タ
と
共
に
、そ
れ
ら
の
内
容
の
整
合

性
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
、事
実
認
定
し
て
い
く

と
い
う
地
道
な
作
業
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

「
と
に
か
く
正
確
な
情
報
を
集
め
、
事
実
を

突
き
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。一
つ
の
事
象

で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な「
気
付
き
」の
機
会
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
多
層
的
に
事
故
を
食
い
止
め
る
た
め
の
知

見
を
積
み
重
ね
て
い
く
の
で
す
」

正
確
な
調
査
と

迅
速
な
保
全
解
除
の
た
め
に

い
つ
で
も
出
動
で
き
る
気
構
え
を

休
日
に
は
、日
帰
り
で
山
歩
き
な
ど
を
楽
し

む
と
い
う
長
田
。
旅
行
も
好
き
で
、
以
前
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

事
故
調
査
官
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
事
故
や
重
大
イ
ン

シ
デ
ン
ト
を
考
え
、長
期
の
旅
行
な
ど
は
な
る

べ
く
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
明
か
し
ま
す
。

「
鉄
道
事
故
の
初
動
調
査
は
、
調
査
と
保
全

解
除
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
も
重
要
で
す
。

原
因
究
明
に
必
要
な
こ
と
を
漏
れ
な
く
正
確
か

つ
詳
細
に
調
べ
な
が
ら
、
一
方
で
は
で
き
る
だ

け
早
期
に
運
行
再
開
を
目
指
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、適
切
な
判
断
を
迅
速

に
下
せ
る
よ
う
に
備
え
た
い
と
思
って
い
ま
す
」

と
の
言
葉
に
、ベ
テ
ラ
ン
の
自
負
が
の
ぞ
き
ま
す
。

鉄
道
事
故
調
査
の
現
場
は

新
し
い
発
見
や
知
見
と
の
出
会
い
の
連
続

鉄
道
事
故
調
査
官
　
長な
が

田た 

実
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鉄道事故調査の様子
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航
空
管
制
技
術
官
の

経
験
を
評
価
さ
れ

女
性
航
空
事
故
調
査
官
第
１
号

と
し
て
着
任

航
空
事
故
調
査
官
は
現
在
22
名
が
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
に
着
任
し
た
向
は
、

運
輸
安
全
委
員
会
初
の
女
性
航
空
事
故
調
査

官
で
す
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど
入
省
20
年
目
。
航

空
保
安
大
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
長
ら
く
航

空
管
制
技
術
官
と
し
て
無
線
施
設
や
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
用
な
ど
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、航
空
事
故
調
査
官

を
や
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
航
空
保
安
大
学
校
時
代
の
担
当
教
官
が
航

空
事
故
調
査
官
の
経
歴
を
お
持
ち
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、事
故
原
因
の
究
明
と
い
う
仕
事
に

も
強
い
関
心
を
覚
え
て
、
お
受
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
」

初
出
動
の
事
故
現
場
に
衝
撃
を
受
け

改
め
て
事
故
防
止
の
大
切
さ
を
実
感

も
と
も
と
飛
行
機
好
き
で
、
空
に
関
わ
る

仕
事
が
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
航
空
保
安
大

学
校
を
志
望
し
た
と
い
う
だ
け
あ
り
、職
務
の

内
容
は
違
っ
て
も
異
動
そ
の
も
の
に
抵
抗
は
な

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
　

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
航
空
管
制

関
連
の
業
務
が
メ
イ
ン
。
航
空
機
の
機
体
や

操
縦
に
関
す
る
知
識
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、先
輩
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
新
し
い
こ
と
を
次
々
に
学
ん
で
い
け
る

の
が
と
て
も
新
鮮
で
興
味
深
い
と
語
り
ま
す
。

中
で
も
、現
場
に
出
動
し
て
、事
故
や
重
大

イ
ン
シ
デ
ン
ト
※
の
実
際
の
あ
り
さ
ま
に
触
れ

る
こ
と
は
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。

「
着
任
し
て
最
初
に
担
当
し
た
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
墜
落
事
故
で
、
こ
こ
ま
で
機
体
が
破
損
し

て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
大
き
な
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
決

し
て
見
る
こ
と
の
な
い
生
々
し
い
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、改
め
て
事
故
防
止

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

こ
の
経
験
か
ら
、
向
は
事
故
調
査
に
あ

た
っ
て「
先
入
観
を
持
た
な
い
こ
と
」を
大
切

に
し
て
い
る
と
明
か
し
ま
す
。

「
事
故
に
よ
っ
て
は
テ
レ
ビ
報
道
の
方
が

早
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
た

情
報
を
う
の
み
に
し
て
し
ま
う
と
事
故
現

場
で
の
視
野
が
狭
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
あ
く
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
は
情
報
の
一
つ

と
し
て
、事
故
の
本
当
の
原
因
や
防
止
策
を

正
確
に
見
極
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」

一
層
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

今
秋
に
は
国
際
会
議
へ
の
出
席
も

事
故
調
査
官
は
、い
っ
た
ん
事
故
や
重
大

イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
現

場
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
家
庭
の
主
婦
で
あ

り
、現
在
は
２
人
の
中
学
生
の
母
親
で
も
あ

る
向
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
母
親
の
仕

調
査
現
場
で
は
先
入
観
を
持
た
ず

正
確
で
冷
静
な
原
因
究
明
を
心
掛
け
る

航
空
事
故
調
査
官
　
向む

か
い 

優
美

事
を
き
ち
ん
と
理

解
し
て
い
て「
気
を

付
け
て
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
見
送
っ

て
く
れ
る
と
か
。
休

日
に
は
子
ど
も
た

ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
娘
と
一
緒
に
料

理
教
室
に
通
っ
た
り

と
、
子
ど
も
た
ち
と

過
ご
す
時
間
が
何
よ
り
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な

る
と
言
い
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

自
立
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
身
に

付
け
て
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る

向
。
今
年
の
９

月
に
は
パ
リ
の

会
議
で“
国
際
デ

ビ
ュ
ー
”
を
果
た

す
な
ど
、周
囲
か

ら
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

※	

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
：

事
故
が
発
生
す
る「
お

そ
れ
」
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
事
態

現場から戻ると調査の分析、結果報告と作業が続く

航空事故調査の様子
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事
故
は
い
つ
、ど
ん
な
場
所
で
発
生
す
る
か
予
測
不
可
能
！
当
然
な
が
ら
、事
故
調
査
官
が
向
か
う

現
場
は
、実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。特
に
航
空
事
故
の
場
合
、山
岳
地
帯
な
ど
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
場
所

や
、現
場
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。そ
こ
で
今
回
は
、航
空
事
故
調
査
官
が
現
場
に
出

動
す
る
際
に
必
ず
持
っ
て
行
く
必
須
ア
イ
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

航
空
事
故
調
査
に

欠
か
せ
な
い
必
須
ア
イ
テ
ム

事故調査官
Vol.03

①GPS装置：GPS情報を使って、自分のいる位置や調査対象の位置を高精度に測定・記録できる　②レーザー距離計：離れ
た場所の対象物の距離や角度を測定。GPS	との連動機能を備えているので、測定したデータを緯度・経度の位置情報と組み
合わせて記録することも可能　③デジタルカメラ：	GPS機能を搭載しているので、撮影場所などの記録も可能　④懐中電灯：
暗いところや夜間では必需品です　⑤マグネット(方位磁石）：調査現場で方角を知るために使います　⑥ルーペ：小さな破片
や手がかりとなるものを拡大　⑦メジャー：距離を測ったり、物の寸法を測るのも重要です　⑧鏡：柄は伸縮自在。狭いところ
や裏側もこれで見ることができます　⑨ ICレコーダー：関係者へのインタビュー記録などに使用　⑩腕章：現場は、消防、救
急、警察など多くの人が活動。運輸安全委員会の事故調査官であることを周囲に示す大事なサインです　⑪救急セット：さま
ざまな障害物のある事故現場。思わぬ怪我にも対応できるよう常に携帯　

航空事故調査の効率を
大きくアップさせたGPS

GPSが登場するまで、位置記録はメジャーとマグネッ
ト（方位磁石）を使用して測っていましたが、GPSによっ
て、より迅速で精度の高い事故分析が可能になりました。
墜落事故の場合は、機体がぶつかった場所をすべて記録
していくことで、墜落までの軌跡をたどることができます。
また広い範囲に散らばった破片の位置を記録して分析す
ることで、どの方向に力が働き、どのように飛散したかと
いったことも明らかにできます。

山奥の墜落現場に向かうためには
トレッキングシューズも重要アイテム
航空事故調査官には本格的な登山

用トレッキングシューズも支給されてい
ます。現場によっては、現地の救助隊
や警察に同行して山奥まで分け入るこ
とも珍しくありません。登山の専門家
たちに遅れずついて行くために、普段
からオフィスでもエレベーターを使わずに階段を昇り降りして基礎
体力をつけている事故調査官もいるそうです。

現場調査後はフライトレコーダーを解析し“事実”を解明
大型航空機には、機体の姿勢や動きなど飛行中の情報を記録するFDR（フライト	データ	レコーダー）

と、コックピット内の音声や通信を録音するCVR（コックピット	ボイス	レコーダー：右下写真）の搭載が
義務づけられています。耐熱、耐衝撃構造のカプセルに収められた ICチッ
プには、最大で約1,000種類の飛行情報と約２時間の音声が記録され、万
が一の場合には、これらのデータを取り出して解析し事故原因を究明しま
す。“事実”を正確に知るために、データには非常に高い信頼性が求めら
れ、１機のFDRデータを2台の解析装置で検証して、整合性を確認します。

通称ブラックボックスと呼ばれるフライトレコーダー。実はどん
な現場でも見つけられやすいよう鮮やかなオレンジ色。

データを解析する向調査官

約30cm

特別
公開	

①

④

⑧

⑤

⑨

⑥

⑩

⑦

⑪

② ③
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ら
ば
話
し
た
く
な
い
自
分
の
ミ
ス
も
、
き
ち
ん

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
間
的
な
信
頼
関

係
を
築
け
た
こ
と
が
、最
終
的
に
満
足
の
い
く

調
査
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
」と
改
め
て
感
慨
を
語
り
ま
す
。

当
事
者
の
気
持
ち
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

真
の
事
故
原
因
の
発
見
に
つ
な
が
る

牧
野
が
、事
故
調
査
の
現
場
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が

「
自
分
が
も
し
当
事
者
だ
っ
た
ら
」を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
で
す
。

「
相
手
の
話
を
聞
い
て
整
理
し
た
後
、
そ
れ

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
当
事
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て

み
る
の
で
す
。
さ
ら
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
事
故
船
舶
の
操
舵
輪
や
航
海
計
器
の

前
に
立
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ

た
事
故
の
背
後
要
因
が
見
え
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
船
橋
か

ら
見
た
風
景
か
ら
死
角
の
存
在
に
気
づ
く
な

ど
、
や
は
り
そ
の
場
に
身
を
置
い
て
み
る
こ
と

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
」と
語
る
牧
野
。
か

つ
て
航
海
士
と
し
て
培
っ
た
経
験
や
勘
が
、
事

故
調
査
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

船舶事故調査
の様子

故
の
当
事
者
た
る
乗
組
員
は
英
語
が
堪
能
で

な
く
、
十
分
な
意
思
疎
通
が
難
し
か
っ
た
の
で

す
。
急
遽
そ
の
乗
組
員
の
母
国
語
の
通
訳
を

探
し
た
も
の
の
、
あ
い
に
く
手
配
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
が「
こ
の
ま
ま
帰
国
さ
せ
て
し
ま
っ

た
ら
、
後
か
ら
詳
し
い
話
を
聞
く
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
、
何
と
し
て
も
対
面
で
話
せ
る
今
の

う
ち
に
口
述
聴
取
を
取
り
こ
ぼ
し
な
く
完
遂

さ
せ
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
」

幸
い
乗
組
員
の
宿
泊
先
が
近
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、初
動
か
ら
１
週
間
、疑
問
が
湧
く
た

び
に
乗
組
員
の
宿
泊
先
に
通
い
詰
め
、話
を
聞

く
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

「
通
訳
が
い
な
い
の
で
、
翻
訳
機
を
使
っ
た

り
、片
言
の
英
語
で
や
り
と
り
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
絵
を
描
い
た
り

身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
り
と
、と
に
か
く
必

死
で
話
を
聞
き
出
し
ま
し
た
」

こ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
の
か
、
次
第
に
相
手

か
ら
積
極
的
に
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
牧
野
は「
普
通
な

航
海
士
　
年
の
経
験
を
基
に

船
舶
事
故
調
査
官
に
応
募

子
ど
も
の
頃
か
ら
船
が
大
好
き
だ
っ
た
と

い
う
牧
野
は
、10
年
ほ
ど
航
海
士
と
し
て
民
間

の
貨
物
船
に
乗
務
し
て
い
た
経
験
を
持
っ
て
い

ま
す
。

運
輸
安
全
委
員
会
に
入
っ
た
の
は
、平
成
26

年
４
月
の
こ
と
。
船
舶
事
故
調
査
官
の
公
募

を
経
て
入
省
し
ま
し
た
。
船
舶
事
故
調
査
官

に
は
航
海
士
な
ど“
船
乗
り
”	

経
験
者
は
か
な

り
多
く「
や
は
り
事
故
調
査
で
は
、
船
で
の
実

務
経
験
が
役
立
つ
場
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
一
方
で
は
、そ
れ
ら
が
先
入
観
に

な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
、
そ
こ
を
常
に
意

識
し
て
調
査
に
当
た
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
」と
語
り
ま
す
。

言
葉
の
壁
を
超
え
た
信
頼
関
係
で

外
国
船
の
事
故
調
査
を
完
遂

船
舶
事
故
調
査
官
に
な
っ
て
か
ら
２
年
の

間
に
、牧
野
に
は
と
り
わ
け
強
く
印
象
に
残
る

調
査
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
に
船
舶
の

公
用
語
は
英
語
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
事

10

船舶にも運航を記録するレコーダーが設置されている。
そのレコーダーに記録された運航データや操舵室での
会話音声を聞き、状況を分析する。

時
に
は
体
当
た
り
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

言
葉
の
壁
を
超
え
た
事
故
調
査
も

船
舶
事
故
調
査
官
　
牧
野 

真
人

事故調査官
Vol.03



19 ※ ネーブルタウンにマルシェ２がオープンした平成27年は、この年だけで両施設合わせた来客数は１１８万人　

と「
田
舎
の
魅
力
」を
併
せ
持
つ“
ち
ょ
っ
と
お

し
ゃ
れ
な
田
舎
ま
ち
”を
意
味
す
る
。「
質
の
良

い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
べ
く
都
会
的
な
感

性
を
持
っ
て
、
快
適
で
心
豊
か
な
田
園
都
市
を

自
分
た
ち
の
手
で
育
ん
で
い
こ
う
」と
い
う
市
民

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
構
想
を
も
と
に
第
一
期
事
業
と
し
て「
フ

ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」を
先
行
開
業
し
、
ま
ち
の
玄
関

口
・
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
滞
留
拠
点
と
し
て

観
光
客
と
地
元
の
人
々
を
集
客
。
来
客
数
は

年
々
増
え
続
け
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
５
年
間
で

３
６
１
万
人
以
上
※
に
も
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
波
及

効
果
は
大
き
く
、１
０
０
名
近
く
の
雇
用
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
地
価
上
昇
と
いっ
た
結

果
も
も
た
ら
し
た
。
平
成
27
年
に
は
第
二
期
事

業
と
し
て
、
構
想
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る「
ネ
ー

ブ
ル
タ
ウ
ン
」が
完
成
。
超
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（
＝
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
）づ
く
り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
業
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ク
リ
ニッ
ク
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
認
可
保
育
所
な
ど
、
利
便
性
と
機
能
性
を

持
つ
三
世
代
交
流
の
集
積
拠
点
が
誕
生
し
た
。

ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
の
中
に
は
四
季
を
通
し
て

老
若
男
女
が
集
え
る
、
全
天
候
型
多
目
的
交
流

空
間（
ア
ト
リ
ウ
ム
）「
タ
マ
リ
ー
バ
」が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

「
か
つ
て
の
日
本
に
は
、
ど
の
家
に
も“
縁
側
”

が
あ
り
、そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
会
話
を

通
し
た
豊
か
な
人
間
関
係
が
育
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
、ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
大

勢
の
人
々
が
世
代
や
立
場
を
超
え
て
楽
し
く
交

流
す
る
場
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
西
本
さ
ん
）

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
を
含
む
施
設
内
に
は
、
ア
ト

リ
ウ
ム
の
他
に
も
く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場
が
多

数
あ
り
、そ
こ
に
は
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
に

は
し
ゃ
ぎ
回
る
声
が
響
き
、
そ
の
様
子
を
優
し

く
見
守
る
親
、
そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と

元
気
が
あ
ふ
れ
る
空
間
は
、ま
さ
し
く「
ま
ち
の

縁
側
」と
し
て
、地
元
の
人
に
も
富
良
野
を
訪
れ

た
人
に
も
愛
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

富
良
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
民
間
が
主
体

と
な
っ
た
行
政
と
の
協
働
連
携
の
も
と
、多
く
の

市
民
も
巻
き
込
ん
だ
熱
心
な
取
り
組
み
が
大
き

な
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は

富
良
野
と
い
う
ま
ち
が
持
つ
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
、
そ
れ
が
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
地
域
資
源
、
高
い

地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
…
。「
こ
れ
ら
の『
ま
ち

力
』を
う
ま
く
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、富
良

野
市
は
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
だ
」と
市
民
有
志

た
ち
は
奮
闘
し
、
幾
多
の
難
題
を
も
ク
リ
ア
し

トマ★Ｐ
イメージキャラクター
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と
と
も
に
、
ま
ち
全
体

を
紹
介
す
る
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
持

た
せ
た
施
設
は
、「
地
元

食
文
化
と
タ
ウ
ン
情
報

の
発
信
基
地
」と
な
り

人
々
は
集
ま
っ
た
。そ
し
て
富
良
野
市
の
中
心
街

に“
に
ぎ
わ
い
”が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

「
何
と
か
し
た
い
」─
こ
の
思
い
は
、
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
の
復
活
に
と
ど
ま
ら
ず「
住
む
人

が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
」に
し
た
い
と
い

う
熱
い
思
い
へ
と
変
化
し
、
富
良
野
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト「
ル
ー
バ

ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
」へ
と
発
展
し
た
。「
ル
ー
バ

ン
」と
は「
ル
ー
ラ
ル（
田
舎
）」と「
ア
ー
バ
ン（
都

会
）」を
合
わ
せ
た
造
語
で
、「
都
会
の
快
適
性
」

国
内
外
に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
ち
、
年
間

１
８
８
万
人（
平
成
27
年
度
実
績
）の
観
光
客
が

訪
れ
る
富
良
野
市
。
し
か
し
観
光
客
の
ほ
と
ん

ど
は
郊
外
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を
運
ぶ
だ
け
で
、

市
の
中
心
街
を
訪
れ
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ

た
。
人
口
減
少
の
影
響
も
加
わ
り「
観
光
地
富
良

野
市
」と
し
て
の
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹

に
、市
の
中
心
部
か
ら
は
活
気
が
失
わ
れ
、「
こ
の

ま
ま
で
は
ま
ち
が
死
ん
で
し
ま
う
。
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」と
危
機
感
を
抱
き
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、

富
良
野
商
工
会
議
所
の
有
志
と
、
ふ
ら
の
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
の
社
長 

西
本
さ
ん
だ
。
郊
外

に
訪
れ
る
観
光
客
を
中
心
街
へ
い
ざ
な
い
、
ま
ち

な
か
を
回
遊
さ
せ
る
策
と
し
て
、
平
成
22
年
に
商

業
施
設「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン
。
全
国

的
に
評
価
の
高
い
地
元
の
農
産
物
や
ス
イ
ー
ツ
・

ス
ー
ベ
ニ
ア
な
ど
を
扱
う
お
店
を
多
数
そ
ろ
え
る

鮮
や
か
な
紫
色
で
丘
陵
を
染
め
上
げ
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
。
雄
大
な
山
並
み
。

こ
れ
ら
が
つ
く
り
だ
す
美
し
い
景
観
に
、感
動
と
癒
や
し
を
求
め
て
訪
れ
る

人
が
絶
え
な
い
北
海
道
富
良
野
市
。
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し「
北

の
国
か
ら
」を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
る
人

気
の
地
だ
。

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第37回

北海道富
良野市

ふ　  ら　  の



～ 海 上 保 安 庁 の 料 理 番 ～

主  計  士

　全国を１１のブロック（管区本部）に分けて海上保安業務
を行っている海上保安庁。それぞれの管区本部の下には海
上保安部署、航空基地などを置き、巡視船艇や航空機を
配備。日々海の平和を守るために奮闘しています。
　

船 の 料 理 人！
　巡視船艇には、航海、機関、通信などを担当する海上
保安官のほか、「主計士」と呼ばれる海上保安官も乗り組ん
でいます。
　主計士とは、庶務や物品管理、そして船艇で乗組員の
食事の調理を担う主計科の職員です。海が荒れる中、大
きく揺れる船内でも料理を作り上げる主計士は、まさに“船
の料理人”といっていい存在です。長い航海では乗組員の
体調を整える上でも船内の食事は重要です。そのため主計
士には料理のレパートリーの多さも求められます。もちろん
料理の味もとても重要。腕の良い主計士は全国でも有名で、
異動時期には有名主計士の配属先について乗組員たちの
話題にもなるほどです。

主計士への道
　主計士の多くは、京都府舞鶴市にある海上保安学校で
第一歩を踏み出します。学校では全ての海上保安官に必要
なさまざまな法律、語学などを学び幅広い知識・技能を修
得するとともに、武道などにより体力も練成。加えて総務
や経理、そして主計士として必要な船舶衛生、調理技術な
どを学びます。学校に入るまで料理経験のない学生がほと
んどで、調理技術の習得も一苦労。調理実習を幾度も重
ねます。学校卒業後は巡視船艇に勤務し、海上保安官とし
て海上での警備や救難といった業務を行いながら、習得し
た調理技術で乗組員の食事を作ります。

乗組員を支える”船飯”
　多岐にわたる分野で過酷な業務をこなす海上保安官。そ
んな海上保安官たちを支えているのが船での食事”船飯”
です。本年３月まで巡視船艇に乗り組み、捜索救難や犯罪
捜査取締り業務を行うほか、船飯を作っていた庭村翠は
「揺れ動く船の中で何人もの海上保安官の食事を作るのは
大変です。ですが皆の『今日のご飯何？』『おいしい！』の声
を聞くと、やる気スイッチが瞬時に起動します」と語ります。
また「自分の作った船飯が海上保安官の力となり、日々の
業務へとつながっているというやりがいを直接肌で感じる
仕事です」とも続けました。
　海上保安業務においてなかなか耳にしない主計という業
務。しかし海の安全
を守る業務の裏には、
こうした職員の活躍
があるのです！

海上保安学校船舶運航システム課程
　主計コース卒業生　庭村　翠　
（現　第五管区海上保安本部総務部総務課勤務）

私たち主計士が作った船飯レシピが、海上保安庁
ＨＰや各メディアなどでも取り上げられレシピ本も
出ています。海上保安庁のおいしい船飯、是非ご
家庭でも楽しんでいただけるとうれしいです。

ふなめし

八角や紹興酒を使った本格的な「牛バラシチュー」は
乗組員からも大好評

検 索検 索海上保安庁　おいしい　船飯

撮影/小野信彦

撮影/米田堅持

お正月の”初”船飯に乗組員全員で舌鼓
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て
き
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
取

り
組
み
は
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
べ
く
高
い
評
価
を
受

け
、
本
年
５
月
に「
ま
ち
づ
く

り
法
人
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

に
お
い
て
、
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く

り（
株
）が「
ま
ち
の
活
性
化
・

魅
力
創
出
部
門
」の
国
土
交
通

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
市
の
職
員
で
あ
る
黒
﨑

さ
ん
は「
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
採
算
性
を
問
わ
れ
る
分
野
な
ど
は
民
間

の
力
を
。
ハ
ー
ド
面
や
公
共
性
の
高
い
も
の
は

行
政
の
力
を
。
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
保
ち
な

が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
と
す
る
こ
と
を
活

か
し
あ
え
て
い
ま
す
」と
富
良
野
流
ま
ち
づ
く
り

の
長
所
を
教
え
て
く
れ
た
。
西
本
さ
ん
も「
行

政
頼
み
の
ま
ち
づ
く
り
の
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
民
間
と
行
政
が
互
い
に
が
っ
ち

り
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、オ
ー
ル
市
民
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
時
代
で
す
。ま
ち
は
地
域
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
育
て
て
い
く
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
自
慢
で
き
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も

の
。
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
は
、
富
良
野

市
の
民
と
官
の
連
携
体
制
が
単
な
る
連
携
で
は

な
く
、
互
い
に
信
頼
し
尊
敬
し
合
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
皆
が
し
っ
か
り
と
同
じ
方

向
を
向
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
歯
車
が
し
っ

か
り
か
み
合
い
、最
強
の
タ
ッ
グ
が
生
ま

れ
る
。そ
し
て
そ
れ
が
魅
力
あ
ふ
れ
る
富

良
野
の
ま
ち
を
育
て
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

地
元
を
こ
よ
な
く
愛
し
、情
熱
と
抜
群
の
行
動
力
を

持
っ
た
人
た
ち
が
い
る
限
り
、
富
良
野
市
は
よ
り
良
い

ま
ち
へ
と
進
化
し
続
け
る
。
人
々
に
癒
や
し
と
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
富
良
野
市
。
次
に
訪
れ
る
時
に
は
、ど

ん
な
新
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

『優しい時間』の主舞台となった「森の時計」。カウンター席で自ら
ひいた豆のコーヒーを味わおう。

ふらのワイン工場

ふらのジャム園

「ニングルテラス」森の中のショッピン
グロード

「富良野オムカレー」富
良野の恵みをギュっと盛
り込んだ、ご当地グル
メ。今年は誕生１０周年！

『北の国から』より「五郎の石の家」。毎年多
くの“北の国からファン”が訪れる場所。

ネーブルタウン内「タマリーバ」にて
（左から）
富良野商工会議所 木川田さん
ふらのまちづくり（株） 西本さん
富良野市役所 黒﨑さん

北の峰ゴンドラ山頂では、運
がよければ雲海が見られます。
目の前に広がる雲の海は絶景
の一言！



今年も各府省庁などで開催された「子ども霞が関見学デー」。強い日差しの
中にもかかわらず、3500人を超えるたくさんの子どもたちとそのご家族が国
土交通省を訪れてくれました。
国土交通省では「国土交通大臣とおはなししよう」をはじめとした、各局など
が用意した全23の趣向を凝らしたプログラムで子どもたちをお迎え。2日間と
も会場は大盛況となり、子どもたちの楽しそうな笑顔に接することができました。
来年以降も、さらに子どもたちが国土交通省に親しみを持ってくれるような
楽しいイベントになるよう頑張ります！

子ども霞が関見学デー
(7月27日･28日）
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